
Japanese Olympiad in Informatics 2010/2011
Qualifying Trial

April 23–24, May 3–5, 2011, Tokyo/Osaka

Contest Day 3 – Deciphering

解読 (Deciphering)

あなたは Aから Zの文字で書かれた IOI国の機密文書を手に入れた．この機密文書の原文は IOI語で書

かれている．機密文書からいくつかの文字（0文字でもよい）を消すことで原文が得られる．

IOI語の文章は 1文字以上からなる文字列であり，相異なる M個の次のような規則を満たす：

規則 i (1 5 i 5 M)：文字 Aiの直後に文字 Biは来ない．

与えられた機密文書の原文として考えられるものの個数を 10 000 000で割った余りを求めよ．ただし，消

し方が異なっても同じ原文であれば 1つと数える．

課題

機密文書から考えられる原文の個数を 10 000 000で割った余りを求めよ．

制限

1 5 L 5 300 000 機密文書の長さ

0 5 M 5 26 × 26 IOI語の規則の個数

入力

標準入力から以下の入力を読み込め．

• 1行目には整数 Lが書かれており，機密文書の長さが Lであることを表す．

• 2行目には機密文書が書かれている．これは長さ Lの Aから Zまでの文字からなる文字列である．

• 3行目には整数 M が書かれており，IOI語の規則の個数が M であることを表す．

• 続く M行には IOI語の規則の情報が書かれている．i+ 3行目 (1 5 i 5 M)には，規則 iを表す Aから

Zまでの文字 Ai, Bi が空白を区切りとして書かれている．Ai = A j かつ Bi = B j なる規則 j ( j , i)は存

在しない．

出力

標準出力に考えられる原文の個数を 10 000 000で割った余りを 1行で出力せよ．
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採点基準

採点用データのうち，配点の 10%分については，L 5 15を満たす．

採点用データのうち，配点の 40%分については，L 5 5 000を満たす．

入出力の例

入力例 1 出力例 1

5

JOIOI

1

I O

15

この入力例では，I, II, J, JI, JII, JO, JOI, JOII, JOO, JOOI, O, OI, OII, OO, OOIが考えられる原文である．

入力例 2 出力例 2

26

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ

0

7108863
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報告 (Report)

情報オリンピック日本委員会は報告・連絡・相談が非常に徹底された組織である．委員会には N 人が所

属し，すべての人に対しその報告を受ける人 (「報告先」と呼ぶ)が 1人ずつ定まっている．

今，情報オリンピック日本委員会の中で，あるプロジェクトを立ち上げることとなった．このプロジェ

クトは，仕事 1,仕事 2, . . .,仕事 N という N 個の仕事に分けられており，N 人には一つずつ異なる担当が

割り当てられている．N 個の仕事は仕事 1から仕事 N まで番号順に処理される．ある仕事の担当者がその

仕事を終えたとき，その人は自分の「報告先」に対して「作業報告」を行う．「作業報告」を受けた人は，そ

れと同一の「作業報告」を自分の「報告先」に対して行う．ただし，同じ「作業報告」を既に自分の「報告

先」にしたことがある場合は，同じ仕事に対する「作業報告」を再びすることはない．これが繰り返され

ることで，委員会中の何人かが「作業報告」を受けることとなる．次の仕事は，前の仕事の「作業報告」

が全て行われてから処理される．

課題

入力として各仕事の担当者の「報告先」が与えられたとき，それぞれの人が自分の仕事に取りかかる段

階において，受けた「作業報告」の種類の数を出力するプログラムを作成せよ．

制限

2 5 N 5 100 000 委員会に所属する人数

入力

標準入力から以下の入力を読み込め．

• 1行目には整数 N が書かれており，これは委員会に所属する人数を表す．

• 続く N行には各担当者の報告先が書かれている．i+1行目 (1 5 i 5 N)には 1つの整数 Ai (1 5 Ai 5 N，

Ai , i)が書かれている. これは，仕事 iの担当者の「報告先」が仕事 Ai の担当者であることを示す.

出力

出力は N 行からなる. i行目 (1 5 i 5 N)に，仕事 iの担当者が仕事に取りかかる段階において，受けた

「作業報告」の種類の数を表す 1つの整数を出力せよ.
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採点基準

採点用データのうち，配点の 10%分については，N 5 1 000を満たす．

入出力の例

入力例 出力例

6

3

4

2

6

3

2

0

1

1

3

0

5

この入力例では，以下のようになる．

• 仕事 1の担当者が仕事 1に取りかかる．この時点までに仕事 1の担当者が受けた作業報告は 0種類

である．

• 仕事 1の作業報告を仕事 1の担当者が仕事 3の担当者に行う．

• 仕事 1の作業報告を仕事 3の担当者が仕事 2の担当者に行う．

• 仕事 1の作業報告を仕事 2の担当者が仕事 4の担当者に行う．

• 仕事 1の作業報告を仕事 4の担当者が仕事 6の担当者に行う．

• 仕事 1の作業報告を仕事 6の担当者が仕事 2の担当者に行う．

• 仕事 2の担当者が仕事 2に取りかかる．この時点までに仕事 2の担当者が受けた作業報告は 1種類

である (仕事 1)．

• 仕事 2の作業報告を仕事 2の担当者が仕事 4の担当者に行う．

• 仕事 2の作業報告を仕事 4の担当者が仕事 6の担当者に行う．

• 仕事 2の作業報告を仕事 6の担当者が仕事 2の担当者に行う．

• 仕事 3の担当者が仕事 3に取りかかる．この時点までに仕事 3の担当者が受けた作業報告は 1種類

である (仕事 1)．

• 仕事 3の作業報告を仕事 3の担当者が仕事 2の担当者に行う．

• 仕事 3の作業報告を仕事 2の担当者が仕事 4の担当者に行う．

• 仕事 3の作業報告を仕事 4の担当者が仕事 6の担当者に行う．

• 仕事 3の作業報告を仕事 6の担当者が仕事 2の担当者に行う．

• 仕事 4の担当者が仕事 4に取りかかる．この時点までに仕事 4の担当者が受けた作業報告は 3種類

である (仕事 1, 2, 3)．

• 仕事 4の作業報告を仕事 4の担当者が仕事 6の担当者に行う．

• 仕事 4の作業報告を仕事 6の担当者が仕事 2の担当者に行う．

• 仕事 4の作業報告を仕事 2の担当者が仕事 4の担当者に行う．
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• 仕事 5の担当者が仕事 5に取りかかる．この時点までに仕事 5の担当者が受けた作業報告は 0種類

である．

• 仕事 5の作業報告を仕事 5の担当者が仕事 3の担当者に行う．

• 仕事 5の作業報告を仕事 3の担当者が仕事 2の担当者に行う．

• 仕事 5の作業報告を仕事 2の担当者が仕事 4の担当者に行う．

• 仕事 5の作業報告を仕事 4の担当者が仕事 6の担当者に行う．

• 仕事 5の作業報告を仕事 6の担当者が仕事 2の担当者に行う．

• 仕事 6の担当者が仕事 6に取りかかる．この時点までに仕事 6の担当者が受けた作業報告は 5種類

である (仕事 1, 2, 3, 4, 5)．

• 仕事 6の作業報告を仕事 6の担当者が仕事 2の担当者に行う．

• 仕事 6の作業報告を仕事 2の担当者が仕事 4の担当者に行う．

• 仕事 6の作業報告を仕事 4の担当者が仕事 6の担当者に行う．
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UFOの飛行場 (UFO)
出力のみの課題 (Output-only task)

IOI星の宇宙人は日本にある JOI公園 (ただし，一般の人には存在は秘密にされている)に UFOの飛行場

を作る計画を立てている．IOI星の宇宙人は JOI公園を調査し，UFOが着陸可能な場所を示した地図を作

成した．

JOI公園は東西W メートル，南北 Hメートルの長方形であり，1メートル四方の正方形の区画に分けら

れている．区画は全部で W × H 個あり，西から x列目，北から y行目の区画を (x, y)と表す．北西の角の

区画は (1, 1)であり，南東の角の区画は (W,H)である．各区画は「着陸可能」か「着陸不可能」かのいず

れかであり，「着陸可能」は “.”，「着陸不可能」は “w”で表される．

IOI星の宇宙人が作る UFOは幅 Bメートル，奥行き Dメートルにおさまる．この UFOは仕様上，設計

図での上下左右がそれぞれ UFOにおいて北，南，西，東の方角となるように，また設計図での左上の角が

JOI公園のいずれかの区画の左上と一致するように着陸しなければならない．UFOの設計図は D行 B列の

マス目からなる．マスは全部で B × D個あり，左から i列目，上から j行目のマスを (i, j)と表す．左上の

マスは (1, 1)であり，右下のマスは (B,D)である．マス (i, j)は UFOの西の端から i − 1メートル～ iメー

トル，北の端から j − 1メートル～ jメートルの正方形の範囲に UFOの一部が含まれるか否かを示す．各

マスは UFOの一部が「含まれる」か「含まれない」かのいずれかであり，含まれる場合は “O” (大文字の

オー)，含まれない場合は “.”で表される．

ある 1個の UFOが着陸する時，設計図上のマスで UFOに「含まれる」全ての場所は，着陸時に「着陸

可能」な区画に含まれなければならない．また複数個の UFOが着陸する時は，ある UFOの設計図上のマ

スで「含まれる」全ての場所は，別の UFOの設計図上のマスで「含まれる」いずれの場所とも辺を共有す

ることはできない．ただし，UFOは角を共有する場所に着陸することはできる．

あなたは奇しくも IOI星の親善大使として選ばれた．そこで，あなたには，出来る限り多くの UFOの着

陸が可能な飛行場を作る計画書を作って欲しい．

課題

JOI公園に作る UFOの飛行場の計画書を作成せよ．より多くの個数の UFOを着陸させる計画書を作る

ことにより，あなたはより高い得点を得る．計画書は JOI公園の地図上に着陸した UFOを書き加えたもの

であり，JOI公園の「着陸可能」な区画のうち，着陸した UFOが含まれる区画を “O” (大文字のオー)，着

陸した UFOが含まれない区画を “.”で表し，「着陸不可能」な区画は “w”で表す．

制限

1 5 B 5 5 UFOの幅 (メートル)

1 5 D 5 5 UFOの奥行き (メートル)

1 5 W 5 200 JOI公園の東西方向の大きさ (メートル)

1 5 H 5 200 JOI公園の南北方向の大きさ (メートル)

UFOの飛行場– 1 / 3



Japanese Olympiad in Informatics 2010/2011
Qualifying Trial

April 23–24, May 3–5, 2011, Tokyo/Osaka

Contest Day 3 – UFO

入力

入力ファイルは以下の形式で与えられる．

• 1行目には整数 B,Dが空白を区切りとして書かれており，UFOの幅が Bメートル，奥行きが Dメー

トルであることを表す．

• 続く D行には UFOの設計図の情報が書かれている． j + 1行目 (1 5 j 5 D)には，B文字の文字列が

書かれており，i文字目 (1 5 i 5 B)には設計図のマス (i, j)を表す “O”または “.”の文字が書かれて

いる．

• D+2行目には整数W,Hが空白を区切りとして書かれており，JOI公園の東西方向の大きさがW メー

トル，南北方向の大きさが H メートルであることを表す．

• 続く H 行には JOI公園の地図の情報が書かれている．y + D + 2行目 (1 5 y 5 H)には，W 文字の文

字列が書かれており，x文字目 (1 5 x 5 W)には公園の区画 (x, y)を表す “.”または “w”の文字が書

かれている．

出力

出力の y行目 (1 5 y 5 H)には公園の北から y行目の状態を表すW文字の文字列を書け．y行目 (1 5 y 5 H)

の x文字目 (1 5 x 5 W)は区画 (x, y)の状態を表す “O”または “.”または “w”のいずれかの文字である．

提出方法

各入力データに対する出力を提出せよ．その際，出力のセクションで指定された形式に一致するかのみ

がチェックされる．
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採点基準

各入力ファイルには以下に示す Xの値が割り当てられている．参加者が提出した計画書のうちの着陸で

きる UFOの個数の最大値を Y とする．あなたの計画書が問題の条件を満たさない場合，あなたの得点は

0点である．条件を満たす場合，αをあなたの計画書における着陸できる UFOの個数とし，

• α 5 X の時は，
4α
X
の小数第 2位を四捨五入した値，

• X < αの時は，4 + 16 ×
(
α − X
Y − X

)2
の小数第 2位を四捨五入した値，

があなたの得点となる．

入力ファイル B D W H X

01 1 1 15 15 90

02 1 1 10 200 750

03 3 3 100 100 500

04 5 5 180 180 1270

05 5 5 200 200 1050

入出力の例

入力例 出力例

4 3

O..O

OOOO

.O..

20 10

....................

.w......w.......ww..

....ww......w.w.....

.w.....w............

...w......w.........

w................ww.

....w...............

.w.....w........w.ww

............w.......

....w..............w

..O..O......O..O....

.wOOOO.Ow.O.OOOOww..

...Oww.OOOO.wOw.O..O

.w.....wO..O..O.OOOO

.O.wO.O..OwOOOO..O..

wOOOO.OOOO..O...OwwO

..O.w..O..O..O..OOOO

Ow.O.O.wO.OOOO..wOww

OOOO.OOOO..Ow.......

.O..w.O............w

この出力例は，11個の UFOを着陸させることができる計画書である．
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